
【 it-Series 】で実現する i-Construction ～先進技術で建設業界の未来を創る～

当社は、国土交通省が推進する施策と協調し、多様な先端技術の開発・実装により現場のICT・DXを進めています。i-Construction現場施工の効率化技術として、生コン情
報の一元化システム【it-Concrete】があり、2017年度には社内の全国の現場で試行を終え社内展開していました。加えて、i-Constructionの目指す、建設現場の生産性向
上の実現・建設現場を魅力ある現場に変えていくという２大目標に当社も技術で貢献していきたいと考え、2018年度から【it-Concrete】を国土交通省のPRISM（内閣府官
民研究開発投資拡大プログラム）に応募し、全国の多様な発注者・施工者の工事で試行検証を重ねて社会実装を達成しました。

◆ it-Seriesの技術開発・社会実装の経緯、技術提供開始から先進技術への機能改善・追加について

◆ it-Concrete（NETIS登録番号：KT-200152-VE）生コン情報の一元化システムの技術概要

◆ it-Trucks（NETIS登録番号：KT-220025-A）運搬情報の一元化システムの技術概要

2023年度、【it-Concrete】は、中部地方整備局/新技術活用評価会議において、総合的に活用の効果が優れている技術としてNETISの「VE」評価を頂き、活用促進
技術となりました。さらに、全国の多様なユーザー要請に、2021年度に中部DX大賞を受賞した【T-iDigital Field】の基盤技術を【it-Series】に移植・API連携を推進す
るなどして、大幅な機能改善・追加を実現、i-Construction2.0建設現場のオートメーション化にも寄与貢献できる技術になりました。

2021年度には、【it-Concrete】をNETIS登録し技術提供を開始すると共に、2022年度には、【it-Concrete】の基盤を活用した土運搬情報一元化システム【it-Trucks】を
短期間で開発・実装してNETISに登録、誰もが携わるコンクリートと土工事向けの効率化技術パッケージ【it-Series】として技術提供を開始しました。

NETIS登録時の評価：
経済性5.2％向上、工程30.47％向上、品質向上、施工性同程度

NETIS登録時の評価
経済性5.1％向上、工程47.85％向上、品質向上、施工性向上
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it-Concrete・it-Trucksは、ユーザー保有システムとのAPI連携カ
スタマイズの要請に際して、専任のセキュリティスペシャリストが対応、
多様なユーザーの多様な目標を支援できます。
社内では現場社員が工種や担当業務に応じて現場管理システム
のT-iDigital Fieldダッシュボード（下図）を自由にカスタマイズして
利用でき、it-Seriesもシングルサインオンで効率的に利用できます。

2023年7月 複数工事統合【MAP・帳票】機能追加
2023年11月 4G専用小型GNSS端末リース開始
2024年3月検証完了（2024年4月提供開始）

車両以外の重機等のMAPアイコン表示の機能追加

2023年4月 社外システムのAPI連携対応開始

it-Trucksでは、複数路線や複数工事の車両等を一つのデジタル
ツインに統合し、さらに帳票も統合できる機能を追加しました。これに
より、1工事で同時に複数路線を運行する場合や、複数工事を統
合した事業全体の運行・進捗の確認・管理の効率化・リモート化に
も利活用できるなど、より高度な管理に貢献できます。
さらに、連動させたい機械や人に4G専用小型GNSS端末を搭載し、
デジタルツインに反映できるよう機能を追加しました。

it-Trucksでは、当日
の急な配車変更時に、
車 両 と 専 用 小 型
GNSS端末との紐づ
け設定作業を簡単に
するため、QRコードで
紐付け作業ができる
機能を追加しました。

2024年3月 運搬車GNSS選択機能追加

2024年2月 基礎杭トレミー管打設管理の機能追加

it-Concreteで取得した打込み中のコンクリート容積と実測値に基
づく基礎杭や連続壁の容積照査により、コンクリート天端高さのリア
ルタイム自動推定が可能です。トレミー管・ケーシングの根⼊れ⻑や
下げ振り錘等の測定値の記録・帳票の自動化機能を追加しました。

『スランプAI全数計測』等の最先進技術の提供も検討

PRISMで社会実装した『スランプAI全数計測』や『生コン受⼊れ自
動化』等の最先進技術についても、it-Concreteに連携しています
が、オプション機能としての提供を検討しています。将来的には、コン
クリートのひび割れ画像解析技術t.WAVEの連携も目指しています。

it-Trucksでは、トラックスケール（NIKKO Cloud）とのAPI連携
の機能追加により、車両1台毎の重量管理が実現し、過積載防止
から運搬帳票へ自動記録まで、現場関係者の運行管理を大幅に
効率化します。 全国での使用実績には、1現場でトラックスケール
4台と車両約300台という大規模な運行管理の実績もあります。

開発者・販売元・販売代理店の技術提供体制を構築しています。
販売元HPでは、パンフレットのDLや動画を視聴できます。
https://www.seiwac.co.jp/

2023年度に実現した【 it-Series 】の大幅な機能改善・追加の概要

2023年5月 トラックスケール連携の機能追加

it-Concrete・it-Trucksは、従来2分更新でしたが、【T-iDigital 
Field】の基盤技術を移植等により更新スピードは3秒へ大幅に改
善、リアルタイム性を確保したデジタルツインを提供できるようなり、工
事ゲート等における車両誘導員の安全支援や離合箇所等における
安全確認の向上等の多様な用途に利活用されています。

2023年7月 デジタルツインのスピード改善
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協力：中日本高速道路（株）金沢支社 高岡工事事務所

画像解析で流速・流量

・シュート角度を検知

AI により

スランプを推定

開発協力：中央新幹線名古屋駅新設 (中央東工区) (２) 工事作業所
※トレミー管打設管理は当該作業所が開発・試行に協力

R6年度国道トンネル工事

アプリ共通設定 基盤設定カメラビューiResデマンド管理天気施工検索システム濁水モニタリング

進行システム 計測工ＣＡ計測管理it-Concreteit-Tracksセンサーデータ測量支援運行マップ

警報 ワクロクCO2排出量入坑管理トンネルサイクル土工支援稼働チャートマップ

https://www.seiwac.co.jp/

